
 

 

 

 

青蛙 おのれもペンキ 塗りたてか   芥川龍之介 

いよいよ暑い夏がやってきます。暑さ対策として、扇風機や空調を効果的に

使用するようにし、水分補給のためのお茶を大切に飲んでいます。６月１６日か

らはプール学習が始まります。泳法の上達はもちろんのことですが、水中の感触を知り、水遊びは命に関わる

ことを実感するのも学習の目的です。 

消防署にご協力いただき、教職員は、毎年事前に救命救急訓練を必ず全員実施しています。何事も「慣れ

てしまう」ことほど怖いものはありません。 

                  授業の見守り・お手伝いをお願いします 

今年度は、プール学習と裁縫学習でお手伝いをしていただく方を各自治会に協力を依頼し、ボランティア

をお願いしています。プール学習では、事故を防ぐため死角ができないよう教員を配置しますが、その上で授

業中の体調不良やトイレ、見学者対応などで一瞬たりとも目を離すことがないようにと

考えています。また、裁縫では、玉結びや玉止め、ミシンの扱いなど指導者に加えて熟

練した大人が個別対応をできれば指導が行き届きます。お手伝いに参加いただくとき

には、こちらで用意した帽子（ライム色）を被っていただき一目でわかるようにします。 

やっぱり挨拶って大切 

登校の見守り活動でお世話になっている方に、学校でお会いして「わあ。いつ

ものおっちゃんやん。私の名前覚えてるか。」とあまりにも親しげに話しするので思

わず笑ってしまいました。見守りの方も嬉しそうに「覚えてるで。」と会話してくださっていました。決して失礼な

感じではなく、上手に会話を進めていく一年生児童を見て、「会話することに慣れているな。」と思いました。い

つも部団集合場所で、分け隔てなく挨拶することをほめていただいていた矢先の出来事でした。 

「おはよう」「こんにちは」の挨拶から人は人との「かかわり」が始まります。挨拶のトーンや様子から相手と

の距離感が探れるようになると、不信感を抱いたり、誤解してトラブルに発展したりすることは少なくなるよう

に思います。最初は「あれっ。」と思う時がありますが、毎日続けていると相手の方から言ってくださることもあ
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ります。「挨拶したのに返ってこなかった。嫌だった。」と思うのは「挨拶してやっている。」という傲慢な気持ち

があるからではないでしょうか。「お返事があってもなくても、顔を合わせるのだから挨拶しよう。」と思うとい

いです。「知らない人に声をかけない」という教えもありますが、挨拶することで危険を察知する力も養いま

す。人柄や性格、勝手な思い込み（偏見）と「危険であるという要素」は違うことを、学校での学習や集団遊

びなど、あらゆるツールで身に付けていくのも「生きる力」です。 

先日、毎朝改札口でお見掛けする知らない方に、別の場所で「こんにちは。」と思わず言ってしまい驚かれ

ました。「実は毎朝お見掛けしていたので思わず声をかけてしまいました。」とお詫びをすると、今度は相手の

方から「おはようございます。ここで見てくださっていたのですね。」とお声掛けいただき、友だちが増えたよう

に思い嬉しくなりました。人間は、年齢に関係なく、声をかけてもらったり自分を知ってもらったりすることに喜

びを感じるようです。 

犯罪まがいの行為によって SNSでほめられて、「承認欲求が満たされた。」と道を踏み外してしまい、事件

となっている例も少なくありませんが、「目の前の人を信頼できる世の中であってほしい」ことと、それを形成

するのは自分たちであることも理解して子どもたちに挨拶の大切さを説いていきたいと思います。 

                           ことばの意味を考えよう 

６月の人権目標は「ことばの意味を考えよう」です。「死ね」「うざい」「きもい」などの人を傷つける言葉

が、子どもたちの口から簡単に発せられています。口癖のようになってしまっている人もいます。 

全校朝会で、「ひどい言葉であることをもう一度考えてみること」 「言われたときはすごく傷つくこと」「ど

の人も『死ね』『うざい』『きもい』と言われる所以はないこと」また、「みんな一人一人には、とても大切な人

やつながりのある人がたくさんいて、その人たちも傷つけること」を人権教育の観点から用意したイラストを

見て想像力をもちながら確かめました。今後も、継続して各学年の発達段階に合わせて取り組みます。「言葉

の使い方だけの課題」ではありませんが、まずは、「誰もが相手の気持ちになって考えること」ができるよう

に、そしてそのために、毎日学校で学習していることを認識し、自分の行動や言葉のもつ責任を自覚できるよ

うに努力していきます。 

 

子どもたちの健やかな成長のために 

 学校のきまりは、安全のため、健康のため、学習のためなど、理由が

あり設けられています。 畝傍南小学校に通うすべての子どもたちが安

心・安全な環境で健やかに成長できるよう、お子様に学校のきまりを守

るよう促していただくとともに、ご家庭でも学校のきまりを守っていただきますよう、どうかよろ

しくお願いいたします。 

 


